「ャ ドリ 木 —— 知って ゐま すか？」 

「 …… 知らん のう、 実物 を 見たら、 あ、、 これ か —— 

と 思 ふか も 知ん ない が …… ャ ドリ 木？ 聞いた こと も 

ない ご 

誰に 訊ねても 同じ 返答ば かりであった。 私 は、 小屋 

やまが しら 

を 出てから 同じ 質問 を 若い 木 挽に も 訊いた。 山 頭の 

炭 焼の 老人に も 訊いた。 鈴 を 鳴して 橇道を 滑走して 来 

る橇の 一隊 を さへ ぎって、 皆な に 訊いた が、 一様に 首 

を かしげて 顔 を 見合せ てゐる だけだった。 

「有りが たう —— 兎も角 僕 は それ を 是非とも 探して 来 

なければ ならない ので、 暫くの 間 休ませて 貰 ひます よ _ 



者 を 集めて テ— プを 投げ 合 はう、 村 祭りの 踊り を 所望 

しょう、 此方 は 私が 手風琴 を 弾く から、 フロラ は 一 つ 

お得 意の ロコ コ 風の 踊 リを批 露すべし だ —— プロ グラ 

ム までが きま つて ゐた。 

飾りつ けが 出来た 時に 不図 フロラが、 

「ミス ル トウ は？」 

と気附 いた。 

「何処に でも あるに 違 ひない、 こんな 森の 中 だもの I 

I だが、 愉快な 形式 を 尊重して、 一枝の ミス ル トウ を、 

二人が ゝリで 探しに 行く とい ふ 古風な 夢 を 実現して 見 

ようで はない か …… 」 



私達 は 樅の 大木の 森 を、 熱心に さ迷 ひま はって ゐた。 

私 は、 無論、 手 をのば せば と- V くで あらう ほどの 高さ 

の 小さな 幹ば かり を 見て ゐ たの だ。 

「ほんの 手のと y く 位のと ころに、 幾らでも あると 思 

つたが —— 」 

「お前 は 樹の幹 をよ ぢ 登る こと は 出来る のか しら？」 

と フロラ は 訊ねた。 

「垂直な 幹で さへ なければ、 そして 余り 太い 幹で なけ 

れば …… 」 

と 云 ひかけ たが、 私 は 幾分の 不安 を 覚えた。 私は少 

年の 頃、 果物 をと る 目的で 高い 枝から 枝 を 伝 ふて ゐる 



と、 突然 枝が 折れて 地上に 転落し 左腕 を 折った 経験が 

ある。 それ以来 迷信 的に 木登り を 怖れる 質が 生じて ゐ 

た。 さう だ 俺 は、 それ以来 一度 も 木登りと いふ こと を 

試みた こと は 無かった のぢ やない かしら —— 不図 私 は、 

そんな こと を 思 ひ 廻らせて ゐる 矢先に、 ずっと 先の 方 

に 踏み 入って ゐた フロラが、 

「ハロ ー、 ハロ ー!」 

と 鋭く 歓喜の 声 を 挙げた。 そして、 恰で 逃げて しま 

ふ 生物 を 見出した かの やうに 慌て、 

「早くお 出で/^! 見事な 一 株の ミス ル トウ を、 直 

ぐ 其処に 見出した！」 



続いて 行かう かしら。 そして、 あの 枝に 並んで 腰を掛 

けて (祝福され た 星) の 歌 をうた はう かご 

「ミス ル トウの 枝 を 抱へ たお 前の 肩に 凭って 吾々 が橇 

道 を 降って 行く 帰リ途 に、 それ は 歌 はう。 未だ、 あの 

ャ ドリ 木 は 完全に 吾々 の ものに 帰した とも 云へ ぬので 

あるから 」 

私 は、 一 振りの 山刀 を バンドの 腰に さしはさ むと、 

とても 注意深い 脚 どり で、 一 段 一 段と、 緦 梯子 を 昇つ 

て 行った。 帰りの 橇道 のこと を 想 ふと、 目眩み さうな 

恍惚の 渦巻きに 襲 はれた。 「祝福され た 星」 の 歌の 

唱歌 者 は、 歌の 初めと 終りで、 未来 を 約す 熱い 接吻 を 
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